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本書は，貿易に関する知識を満遍なく伝えて

くれる稀有の専門書である。著者が「はしが

き」で述べている通り，我々の日常生活は，貿

易とは切っても切れない関係にある。貿易はま

さに，「身近なグローバルビジネス」と言える

営みであろう。だが，そこにどのようなプレー

ヤーが実際に関わり，輸出入がどのようなプロ

セスを経て行われているのか，貿易の基本的な

仕組みとなると，我々には知っているようで知

らないことが少なくない。貿易を学ぶという

と，大学では貿易論や貿易実務，国際経済，国

際ビジネスなどの授業が関係してくるが，それ

らの幅広い学問領域から，実務・理論の双方に

深い知見を持つ著者が必須の項目を選び抜き，

全 13 章の構成で本書をまとめ上げている。

具体的には，貿易理論，外国為替，関税，貿

易摩擦，グローバル・マーケティング，電子商

取引，原産地規則，輸送，保険，国境貿易，自

由貿易協定（FTA）等が網羅されており，従

来なら複数の専門書に分散していたはずの多彩

な内容が，コンパクトにまとめられている。国

際貿易とは簡単に言えば「異国間でモノが取引

される行為」であるが，本書を通読すること

で，その行為が実際には様々な準備や手続きを

経て，また，多様な主体間の接触によって進め

られていることがよく分かる。評者が特に注目

したのは，第 10 章「輸送」と第 11 章「複合輸

送」である。前者はコンテナの種類や港湾施設，

コンテナ輸送の流れ，後者は複合輸送時の貨物

積み替えの効率化について，著者自らが丹念に

仕上げたイラストとともに平易に解説されてい

る。貿易を学ぶ学生諸君はもちろん，貿易に関

する広範な知識を会得したいと考えるビジネス

関係者にとっても，本書は必読書であろう。

「閑話休題」として 4 つのコラムが掲載され

ていることにも触れたい。いずれも本書のテー

マである貿易に関連する内容で，具体的には

「ベトナム産のライチ」，「カンボジアの宅配

サービス」，「中越南北回廊（越境高速道）」，

「ミャンマ―国境地域」が取り上げられている。

これらのコラムは，中国・東南アジアに実務・

研究の双方で長く関わってきた著者の現地体験

をベースに軽妙な筆致で書かれている。地元の

豊かな自然，人々の表情を捉えた写真の数々も

印象的で，著者の温かい“アジア愛”が滲み出

ている。読み物としても十分に楽しめるこれら

のコラムも，本書の魅力を高めることに一役

買っている。
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